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cr謳 ハ固有酌数千.

た理  '■ 厳L凸1忙柏バ ヒ可ち. 5■ '

のキヽの極塾イ乳選B^画己311ヒ葛Ъ,tし tSわ |

つの中のイ́ヾ敬由伽ハ理化作千■全あげ
｀
、
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艇な的にぶЙ固有血|ひ可べ zD^中 の有`
数由面ヒ町り且→ |っの有理由猛 kはり_ふ,
(キた誉t)ド 存在 しz klびs`務 固有面:上:|
に数値■ヒも,

■  1(L′
・・ち・h)■ ぎ凸1で領成 D2、定驀

J44E Cr級 の回 右由
・
数 L tt Ъ.子 。こ「た

長 葛 b口 有面 ム D“ ||∫が 上の定理 み仁 た

■みヽFせ |ひい十lτ lつの為理由数 区=にり…払)
ヒ||-2>幕 上のぁЪ領涯∵2、た表●棘「
1変数のcマ場め曲数φ俸,ヒ̂合、山散`
あb: 子=φ(R)。

上の定理 のす正明 に つ 112ほ 圏 先 生 め

ノ934キ の 〃ぬ (広 島 太 像こ 暑 PP,73-夕θ)

|三
撃

⊃2い Ъ H″況残Fの 定理 の拡 張 に関

● bた 理l■っっ、ぅLと に Jり 立 ち戸キ1.・2"

声Ъθ

24‐.渡 辺 名  (に 、理 )st赤 彎政
ヒ ω町lα″ 臨 ″切 面 の l_ん′ 砕ム製 |千ぉ
1寸ちとこソlのPpR題につぃ Z
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:lqら 3年に 日 先生 に よ つ マ Chの 上 の槍 瓜
｀

にヤ寸し 2左 cy'の 問 題 te.「疑 凸 槙 バ l丁正 駐ll

犠成 か?Lが 肯た的 に解 力`ス マいた来、クフ

くの人々によっ24い 拡 ;lドFJ「林マ来

[.こ こZ 1`丁■年、中野先生■キ|ゞ`に特

晨 し つ つ ス ら Wg9九 嶋  |―
防暉 出 赦  ん "Adの

6fT仁のたヽ鳳としマ上tこのとし,のPDR題の碑

ζtt L育式
｀
み ら。 IT rJわてし、 フkい た理 を 百RI琴.

た理_Sis協
｀
■A徴、R■ けり̀ダ

×R→ ∫ ■ :慾 a-7、耐 ヒ 可 b,■ :S

、D■ sスR の 令負す載ヒ可Ъ。″軌づedttση ヒし

可 Ъ ヒ 1求 の (|),(2)′(3)l事 ■ い に 同 値 2ヽ

あ Ъ.

(|)Di丁 瞑誠嶋 |―ι“〆舜 伸a曖 ネ

ス b.し 。c.レ 上 に C∞二晨ク,奎 勿桐 わ 歯 数 年

か ム゙ リ:ン Cこ Rに 対 し2,'c:=lχ こp;

‐マ(1)こ |と Dで みヽ ち・

(2)レ IJ正 貝ll凸Z あヽ Ъ :

あ Ъ か、 p=(3)  レII Std“ “久びこ マ｀

Rン(D)XRと あヽ ろ。
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竜正呼Ⅲび、た 中負に 」っ

吹滋為 |―"pt4脇 午 λ曖

理 り 更っ2 rJ「ほち.

マ1請急√ほ F

I=パ tT bラ肖戒 定

2ち,照 甲良も=
′卜要夫 (黒良な¬kこ]F雪主)

(奈良t大 理 )・ 吉岡

Q製ルr吹' ァヽ“学“
dtUrtrn"n'1rff"l*yrtp,4 a"na-t*rt

十、■2査敬 R始 ゎ頂式`, P■ た数 z、町
い・1/te数クゥT百六ヽ ヒヽ

し、こ2ぃ白已日型のぅ
t7■`14五 十の任竜、の素面■ヒ、ほかぁ

‐
Ъ

l']li::li＼8二、「11‐1:l°1
に可Ъtぃ の全ィ本,K=子 ^任 九、の素

・~6

■ 4■ 自身 にもつ可 tの ^全 体 ヒ可 Ъヒ、

4っ の群  辟 フHフ Nフ K ■ tt b.″′
KI事 会 の 不 安 t予/7DX群

.以 上 面 野 乗1雄 人 に

よち. チb (゙0仁|)型のヒF3面 野氏の年
llに夕1)簡_単。千か(0′2)型のと声吉詠
漁″へ子Aの 漁こ果によ り、 ■T%h ヌ |び だM(

ポ7+oは ))h l=|1弔右可b.静 |のデみ合l K
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７
１

lよ |↓レ“―
°
P“ス1の 変終 め全体 2 1ヽ変 数

^任 急整 畠数 LI 。ヽラ メ ー ク |■tつ 。 M二i

リニ|の と声 〔N:K]=2′  推 うな長Ft、ヒ

FN=K. P卜 0■ 中lじ。と しマ仕 数 象の

とF.H/NI卜 位 数 女 の巡 回 群 .げ kた ε
ネ
。

〈登"完 全・Ⅳ二K乙 たヽのLa看 多ほゃゃ花

雑。ゃ1び1)1変数の任ち、整曲敬■|、°ラメ
ーフにもっ。 Qの 篭畑手Jつ マ命=Nの ュ

ヒtあ l1 4/Nχ Cち ■ヒtム Ъ。一般

いしみ合もいへ`Ъ。          :

2し,ラ画書 支Fat(高 朱口末支理 )

'中 凍 d尻 “ “ パ ん̀ガ率c赫

W■ Иフk ttL成たCえん″マ F■ん″Jしトレιメ′ 3〔R〕

■半径Rめ hフk元 れノヒし、チ:3〔R]→W

i正 駐|1写イ象 ヒ可 Ъ. D■ w上 の 国 与 ヒ 可

b.ラkのも已号■用いЪ。

り′二(2π)→√T旬 ‖Z‖2′
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Ad威 ふ  ヵ ( べヽ tl土 ⊃ .立 理 。 子:3〔R〕→ 赫

■lF退 ゴヒ「J正 引1写 像 と 可 b. レ l′・一 ,な L

tA/上のキ特呉因手ヒし、レ1+・・1+Dル 特
果点、l訴高々に融 ぃはみ、8、 た(p′Ⅳ)三h
Lイ及た可Ъ。 この時、R三十∞ 支 |び

年二ν〔可(2r)/―勺(R―r)]二十∞ならげ`、

重=包ヴ〔丁(♭t′り/丁(2r)]10(DJ
≦脱毎

省守
〔~丁(k′r)/Tl,′rり〕́

但 し、 Klび Wの 標 準 |‐ 卜
｀
|しθ特 に 丼ニ

Phi Dし 二れ ラた超 曲 面 の時 tび:Σ 艇lた o(λ )

豊hャ|ヒ 時 も.■ 年
の重複 た も込 め F

ぬ牛′ δ(D)にttTし21び明 ちゎ`に、 δ(,)≦

O(D)`|が 茂ヽ ll主っ。また子が ,上 2・少
rび〈ヒte奎 に分岐 し2 ti■日ご、O(5)≧

(|―(l )々)か 茂 ll土っ.
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■9、 ミ 望 (金 釆 太考I浸 ) 整 函

衰 い θ曲 卜な
｀
柱的 ヒ砕 b傷|||・つい マ

: 十`171訳変数整g≧数 十(選′")に =〔2ち・・;Zデリ

t=tTし、 ハ〒1(Z′″)(Chキl;千に′い→=01か ｀

気
｀
散白,Lら 17いな い事か` 直ち |三分 Ъθ

ヨ
平こ鮮 ′

ヨL>0′ ヨ2:正 整数 があ っ2

△モニ{(zり…′′2い)C CИ;讐〒'…=暑||ヒバく

ヒJ:(I)Z(△ し′ IZ12 ro rJ bスに対
・しマ

十tZ:W)=0の 不良四 1ひ IWIく I Zl梁■ み L可 .

o)貯、点、■■ ll△τに含承“Ъ筏 ス直線 だ

に十丁し 千(区ノ°)lπ の優尋点、の個数1び■にと)

1・:翻ィ魚町く一定z、みЪ. イユし IZl生IZl■…十1ふ12

立に生山数 十(2′W)が 上t乙二粂イ午■人

にゼ 1下Alょ有数 69ヒ な Ъ事 ド証 明 J ψkち.

い =ヽl,7L二 歿誉この規令 ほc)の 煮`十のみ

とふい。)読 」月̂ 六 カ l丁手ギユ査類 の場

合につい2.と ,I・R副法 の定理 ,議がα“

め 公式
｀
写 L侵 っ マ 最 終 的 に よ`、 た 理資「い杖な釣⇔管f違農Iち):[負√ t'D。 一般 の場 合|
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± lЪ 事 ■拿|1用し、 最 `春的 に |びゃ l丁り 上

のた理1.囁名J七 ちθ

28.難 瑕 i披  (東 りL大理 )仕 数 2
の付誉t由数 の与た性にっぃマ・

ソ■ コレ |ヾクトll―マ >面 ,P:■ ネ啓ネ
身1れ 直観 と可 ル. ン 上 ^伝 嗜i凸 数 ■ ソか

らPIへの 正助1写薇 ヒみ マ.社 の 全体 Hに ビリ
1・ ∽ψΨ颯材 ~い ちPくσ_脅 ■ 入ね マ沢 <.

p2子 こH(К Pり かヽ
キた マ・ム も ヒ|び、

H(ソ ,Pi)内 い 子 ^掏 成
/uhしん"Jυ 卜 存 在

し で、 金 2の 0(υ に対 し ス ソ上 の 自 己

日理 aヒ PIの 白 こ 同 型 ♭ ヒ ■適 当 |二ど も

ヒ、 9
に表葛

か 9=b子̂  と 名lT Ъ弔マ。ぁbヒ
be この時フkいに理か,べ土可も事

■ T、可 。

定理 vLの 位数 2の へヽ数山数 lみ、学
|た2・ぁ フ)。

上上、 ィL搬 2の 特徴亀等Iかヽ
ちT・tt Ъ」

〕
)11「ソ IJ、 Plか 、 2μ→薇と か,多ッ解辺り穏t
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マ、あ il、そレ Ьl・7R b事カド笹 らい 2い Ъ.

Lじ里い証B日lひ、4仏 を`棘 に場 合分tTしマ

お こ憾う.

21.た 'テ 功 (■歿大数撃ス)・ ち現く

4i男 (与h歿「ヽ数撃系) M← 憔)1・ll}解

ラIJ tt Ъ孤立
,異

に、の中 売・~

に つ い マ

解 竹 的 集 合 ソ の 一 ほヽ 0こ ゾなの 如 み 励

レ勝証  ■ ンセひ Jう に た 表 葛 b` 工 ■ ソ:

の 特 長 に、上 Z、当 た ち ソ 上 の 正駐:1由数 全 体

の募 の 「J可 亀 θ J■ ソ の 苦 儡 分 o全 イ不の

特 碍葛亀. このと言 Cσnメソ。:=― {"|

1∬こ」| ヒ主義丁ちο

供■白7ミ装tと し、 C2(以,υり と

ヒ■tT羮臥=去′γ=臥た電 l‐J
tl、 1ひ11全t■ タク不慣体 ■ M(―夜)と 葛 b.

P::二 {げ
二01υ {M=01 ヒ バ lT lび、 ア(E′OM)

|卜い「|はヽち・・I)計サ|マ‐■｀Jぃ ち.た ■

とG・11■ 7育三七バた上2い(0′l),(|,l),一,は′l)
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2‐■NJほ も半辟
る手ヒabヒ Fド の

ιoMハ)1=′a竹ク{宅|

ヒし、 ′ゞ L身 の畜予分半

婉 ぬスJれ ―  L

ヨPβ、t.こP′1)こ命~ぶ}ス、た

桑可b

今: Sが 有眼 竺べ台象 ・み :|、

I寸し正 電:1写像  亜 :K一 侵)→ Chノ

=(uRγ 各:′… ´
, 以

phγlい
)が ttTんヽ

可 Ъ.

ヒド く . こ の ヒ |サ次 ■得 ら,

定理 ′ (o′|)′(晨′|)`ぶ ′ ソか θむ駒λ土

特 異点、z、、 蚕が ソぃ触就磁‰ てヽぁほlが`、

〔ぃメソ。三飾 滅∫ ヒ称 ち.

1tp,,r,),"',
≧ “ I=

亜(u′V)

ソ:豊至(H(―魚リ
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彗ヨ|    ラtt    `轟   ラ質

協 ヵり2二 (れただ)

に7風六ん の生間 におけ る

7ザ ンの閂 起 に́っし、て

ビの明題 :

薇7晨まえ生鴫のェEll燿戎 の ごわ し―

じ 型 の特 “拠 7可tす1手、 “4乙 ば
｀
、

14J′ んィ宅だらで ご14]ノ〔lダ」 |て ょ っ て 与 え ら 4にすこ.

正 口J ttt頭の1掟凸 性 に、 布 PR唱 位 相 を も デ

後戒れ 生門 にてlび、3几レ句物И4`″ηt rl]に よっ
て、 可分な 3″ aヱ 生鵬 ttて ぃ ら “形

丘3]l■よっ て 示 21tた . イ多4乙 |ず、 イ炎渚 ぜl]

たず里11 3″aス 生問 ご上a頌 裁 (x,の

対して、今題 o～ o13日 値 て`ぁノ、丁に
　
今 ヶ と と́ の正Hlハ甍:城l`

(|) Eの  イ毛モ:の 準 li

λ芳 ● o距 角LF■l数 洪αω

t]X上 “('多菌 劣詳tⅢ ざ

(2) E tt tハ JE轟豊誠1著無

3 )+  [ :7 .

,)- l :- i l  t 1 .

T . - Io1olc-a)

( 0～ 0

4ノじcジιιン■ノ

t■ つ  い

あ ろ .

況 (χ)lι
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-b f  oLtz)  i t  x  r  1 レ爾%制 孝ッざぁ る.

(3) 〆(λ)_ο の と ⊇、 “ (υ→
・十CO とな

み δ うな X上 ハ多 重 %う颯ポロメ員yt ιこ力く、ぁ,.

“リ メ のイイ‐‐象の ι″f4馘  集 合 下 に ブ1し

て、Kの みを宅;》11レ‐́皮fざ|ひ 反(2)>。 ■′ノ

Tt ή 。                                                ・

逆 に1疑凸相 ,裁|ひ上冒t巌 戎 か とい う

の活1通 について述 べ ぶう.ガを索
・
平勧 ごグヽ

司7_1目の農積 生FER cNのマ輩
‐
夕類1な|・っ ヽヽ

11ふ れかα名%4電し ご7]が 、 CNの上の,“t弐

1■つ い て17 M″ ●ヾ llι]が ■ 日1メ颯1戌 の事従凸

′1生|・ょ 2,11イ負南 tl・1子電 ■ 、ヽ ろ. ν 淑為 lび

υ 上 の 上夢1霞|」従が Uの 、ψ、′矛今 ITろ と |に

,資ハ む 彙` ォ、して ぃ ろ。

CN a上の.額式 (∪,アリ l=テイし

て命超 (|)～(りIT風通
~ご

ぁ ら。

(|)(∪ ′ア)ll正 りい 興成 で あ ろ。

2)(∪ ノア)IJ止 買1夜 _ぞ あ 移o

O)(∪ ′り |ぶ二翼J凸 ごあ ら,

にD (じ ′ソリは ζ〕前板 由 ′ Fト イIi〔有晨_

だjlL1 2
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方で行り44)壼 rBtとの

の  自 グ、ィズ後ノ

(じ八′%t)η く`ぁ っ て

協txえ従)と  )1型 て
い

aれ.“′ια″t r6]|ュ

が′静ただbて ぁヾ ろ。

のエロJ tt t戴
・

ソ)IJ(a!X cⅣ
~'ι

,切

♂

ク

の

(

う。

口

　

上

　

［ｔ

あ

オ1・lよ 司 /7JRケ協 して 生層|

獨1人|`二覆」薇成 て`″′ら こLと

4tら1手わ象参tろ冶ヽl(示 2レtて

θ′α の4移果 と ル/″,′h″咸メしLf′]め

1 4tl「、`薇イ方、獨,だに角して

有 フ晨司 ィュ相 仇 み 生 FBl ョ t

‐, い  こ  I T、  パ じ ,どdル ′

ヒ ⊇ ′た^尺 LJヨ乙 /T~t

間イニ_lJ場 ぁ 生韻 の ■_の

∪′ア) に ,打 ヒ て、

F′≧」・

|ょ(こ
Ⅳ
,|の正:りtや`11へめ

一二 41 -―

%ca生 だl

Л句囁疑 凸

ネ 17■ 。 ご

い ろ 林
｀
、

巧「うチ、■イ者"‖

IJ可 /か 〃ル%夕だ 生門 の 上 a乃 前 掘 L凸 樽 戒 13
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｀
ぁら。

力 に こL,こωどっしノ鴎 f延塾

LS] lu υが` 学
~業て…ぁ
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あ ″θ鋳 折 に よう#1響 爾1日 l与 多、ん 勧峰

7:)び r、4t´ ι´ たチツが書、7晨ァセたJの 場 小 に

t伍 テ長2″tぅ こと 乙ネ ヒT■.

ただ5^X■ (こ)N 手た暉 cNと τろ

a)

0)

件)

と 2、 Xの が11共∪|・ク■してインえきd)～ぉ)は

)τlイl与́¬ビ
｀
あ ろ ,

0)Uに 正 嘱1嶼 ;戴で
｀
あ 3。

U13右 瑚̀ 里角 政 で
｀
お ろ。

ulふ んjハ↑夜 山 で
｀
あ ろθ

∪ ^ノ各噸LI界、ま、ほ x― ∪ の 有 「晨イユぞk

HP(v, o)

6)(4)の 前 れηな イ1の 千 て、

“δ′しHP(υ′θ)<十 "′  P≧ ■́′

θ%化の凛理 につい こ |よ、 k辱こ… ^〔101

11

た製 6.ム 13勿 ′cん多イ柔f争でぁろ がつ

存 薇 4́1 Zttιノイ、 Uを 有,1‖11位IヨZイ1つ 盪

4υ とし畝 ′ 生 甘 l蓼 た 1手、 可 分 月″ 生 間 の

励'fTイ戻凸籐 Aと τみ。 ∪ 上 ハ と を痛 菫警
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